
民 主 青 年 新 聞（第三種郵便物認可） （１０）２０２３年９月１８日（月曜日）

　

こ
の
９
月
、
関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
ま
し

た
。
大
震
災
が
起
き
た
と
き
、
朝
鮮
人
・
中
国
人
へ
の
虐

殺
、
労
働
運
動
家
・
社
会
主
義
者
へ
の
虐
殺
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
震
災
に
乗
じ
て
行
わ
れ
た
こ
の
許
さ
れ
ざ
る
事
実

に
つ
い
て
、
労
働
者
教
育
協
会
・
理
事
で
、
映
画
「
わ
が

青
春
つ
き
る
と
も
―
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」
原
作
者
の
藤

田
廣
登
さ
ん
に
寄
稿
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

 

（
写
真
は
藤
田
さ
ん
提
供
）

近代史に残る一大汚点近代史に残る一大汚点
――関東大震災下の虐殺事件から学ぶ関東大震災下の虐殺事件から学ぶ

労働者教育協会・理事　藤田廣登労働者教育協会・理事　藤田廣登

Ⅰ　

戒
厳
令
下
に
軍
隊
・
警
察
、
武
装

自
警
団
の
朝
鮮
人
・
中
国
人
虐
殺

プ
ロ
ロ
ー
グ　

首
都
に
潰
滅
的
打
撃

―
関
東
大
震
災
の
発
生

　

今
か
ら
１
０
０
年
前
の
１

９
２
３
（
大
正
12
）
年
９
月

１
日
、
正
午
直
前
の
11
時
58

分
、
相さ

が

み模
湾
北
西
部
を
震
源

域
と
す
る
Ｍ
（
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
）
７
・
９
の
都
市
直
下

型
の
巨
大
地
震
が
関
東
地
方

を
襲
い
、
２
日
ま
で
に
６
回

の
Ｍ
７
以
上
の
余
震
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
罹り

災さ
い

地ち

は
東

京
・
神
奈
川
・
千
葉
・
埼
玉

・
山
梨
・
茨
城
・
静
岡
の
１

府
６
県
に
わ
た
る
関
東
一
円

に
わ
た
る
こ
と
か
ら
「
大
正

関
東
地
震
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
大
地
震
で
は
、
約
３

４
０
万
５
千
人
が
罹
災
、
家

屋
の
倒
壊
、
直
後
に
発
生
し

た
火
災
等
に
よ
り
10
万
５
０

０
０
人
余
の
死
者
・
行
方
不

明
者
を
出
し
、
多
数
の
負
傷

（
１
）流
言
飛
語
を

煽
っ
た
政
府
当
局

・
警
察

　

被
害
の
拡
大
と
不
安
の
増

大
の
中
、「
鮮
人
が
放
火
、

井
戸
に
毒
を
投
げ
込
ん
で
い

る
。
鮮
人
が
攻
め
て
来
る
」

な
ど
の
流
言
飛
語
が
生
ま
れ

ま
し
た
※
。
本
来
、
行
政
や

警
察
は
こ
れ
ら
の
根
も
葉
も

な
い
流
言
を
鎮
静
化
さ
せ
、

国
内
外
の
被
災
者
全
員
の
救

援
活
動
に
全
力
を
あ
げ
る
べ

き
時
な
の
に
そ
の
逆
で
し

た
。
こ
と
も
あ
ろ
う
に
こ
れ

ら
の
流
言
飛
語
を
煽
っ
た
の

が
、
国
や
行
政
、
軍
隊
、
警

察
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た

の
で
す
。

※
明
治
・
大
正
期
に
植
民
地

化
さ
れ
た
朝
鮮
半
島
出
身
者

を
蔑べ

つ

称し
よ
う「

セ
ン
ジ
ン
」
な
ど

と
呼
ん
だ
。
震
災
当
時
の
新

聞
に
「
不ふ

逞て
い

鮮
人
」
な
ど
と

い
う
言
葉
が
お
ど
っ
て
い

る
。
こ
の
時
期
に
朝
鮮
半
島

出
身
者
が
道
路
、
河
川
、
鉄

道
工
事
、
鉱
山
な
ど
の
重
労

働
に
就
労
し
て
い
た
。

①
政
府
当
局
の
対
応

　

内
務
省
警
保
局
長
は
９
月

３
日
午
前
、
海
軍
船
橋
無
線

電
信
送
信
所
か
ら
各
自
治
体

に
、「
不
逞
鮮
人
か
ら
身
を

守
る
た
め
の
自
衛
の
道
を
講

ず
る
」
よ
う
打
電
、
こ
う
し

て
各
地
に
急
速
に
竹
槍
、

刀
、
鳶

と
び

口ぐ
ち

、
棍

こ
ん

棒ぼ
う

な
ど
で
武

装
し
た
「
自
警
団
」
が
組
織

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。



亀
戸
事
件
犠
牲
者
の
碑
（
亀
戸
・
赤
門
浄
心
寺
境
内
）


亀
戸
事
件
犠
牲
者
葬
儀
（
青
山
斎
場
）
出
発
前
（
１
９

２
４
年
２
月
17
日
）。
南
葛
労
働
会
事
務
所
前
で
。
２
列

目
左
か
ら
３
人
目
が
渡
辺
政
之
輔
。
３
列
目
右
端
、
政
之

輔
母
テ
フ
。
６
人
目
川
合
サ
ダ
（
川
合
義
虎
妹
）

②
警
察
の
対
応

　

警
察
署
の
対
応
に
つ
い
て

文
芸
評
論
家
の
中
島
健
蔵
氏

は
、
９
月
２
日
の
見
聞
を

「
神
楽
坂
警
察
署
の
…
黒
い

板
塀
に
、
大
き
な
は
り
紙
が

し
て
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
警

察
署
の
名
で
、
目
下
東
京
市

内
の
混
乱
に
つ
け
こ
ん
で

『
不
逞
鮮
人
』
の
一
派
が
い

た
る
と
こ
ろ
で
暴
動
を
起
こ

そ
う
と
し
て
い
る
模
様
だ
か

ら
、
市
民
は
厳
重
に
警
戒
せ

よ
、
と
書
い
て
あ
っ
た
」
と

記
し
て
い
ま
す
（『
昭
和
時

代
』
岩
波
新
書
）。

③
戒
厳
令
・
軍
隊
の
出
動

　

パ
ニ
ッ
ク
と
混
乱
の
続
く

中
、
９
月
２
日
、
政
府
・
内

務
省
は
東
京
市
全
域
に
戒
厳

令
※
を
発
令
、
３
日
に
は
神

奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
の
各
県

へ
と
拡
大
し
ま
し
た
。
こ
う

し
て
首
都
圏
全
域
が
５
万
人

余
の
軍
隊
の
管
理
下
に
置
か

れ
、
そ
の
も
と
に
警
察
・
武

装
自
警
団
（
在
郷
軍
人
会
、

消
防
団
、
青
年
団
、
隣
り
組

な
ど
）
が
組
み
込
ま
れ
て
、

住
民
の
救
援
活
動
よ
り
治
安

維
持
的
活
動
が
前
面
に
出
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

関
東
大
震
災
に
乗
じ
た
朝

鮮
人
・
中
国
人
虐
殺
、
社
会

主
義
者
弾
圧
事
件
は
、
軍
隊

と
警
察
が
公
認
し
、
自
ら
も

手
を
下
し
、
そ
れ
に
排
外
主

義
に
煽
ら
れ
疑
心
暗
鬼
に
駆

ら
れ
た
民
衆
が
虐
殺
に
加
担

し
て
行
っ
た
の
で
す
。
こ
う

し
た
背
景
、
そ
の
国
家
的
犯

罪
の
構
図
、
本
質
を
つ
か
ん

で
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
戒
厳
令
　

戦
前
の
大
日
本

帝
国
憲
法
は
第
14
条
で
「
天

皇
は
戒
厳
を
宣
告
す
」
と
規

定
し
、
戒
厳
を
宣
告
す
る
権

限
は
天
皇
に
あ
っ
た
。
戒
厳

令
が
発
せ
ら
れ
る
と
そ
の
地

域
の
行
政
権
・
裁
判
権
の
一

部
は
軍
の
管
理
下
に
お
か
れ

る
。
戒
厳
令
は
、
日
露
戦
争

直
後
の
「
日
比
谷
焼
打
ち
事

件
」、
つ
い
で
「
関
東
大
震

災
」、「
二
・
二
六
事
件
」
の

３
回
発
令
さ
れ
た
。

（
２
）軍
隊
が
虐
殺

の
先
陣

　

軍
隊
が
虐
殺
に
乗
り
出
し

た
瞬
間
を
、
千
葉
県
「
習
志

野
騎
兵
第
16
連
隊
」
に
所
属

し
て
い
た
越

え
つ

中
ち
ゆ
う

谷や

利り

一い
ち

は

「
‥
戒
厳
令
が
下
っ
て
習
志

野
騎
兵
×
×
連
隊
が
出
動
し

者
と
離
散
難
民
が
近
隣
、
郊

外
へ
と
脱
出
を
図
り
ま
し

た
。
死
者
は
東
京
府
下
約
７

万
人
、
神
奈
川
県
下
約
３
万

人
と
、
こ
の
二
都
市
に
被
害

が
集
中
し
、
市
民
の
安
全
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
警

視
庁
は
全
焼
、
東
京
府
内
の

警
察
署
63
署
の
う
ち
全
焼
・

倒
壊
25
署
と
い
う
潰か

い

滅め
つ

的
状

況
に
お
か
れ
ま
し
た
。

　

軟
弱
地
盤
地
域
に
木
造
家

屋
が
密
集
す
る
と
い
う
都
市

づ
く
り
が
火
災
犠
牲
者
（
死

者
総
数
の
96
％
）
を
生
み
出

す
と
い
う
災
害
を
拡
大
し
た

の
で
す
が
、
こ
こ
ま
で
は
一

応
自
然
災
害
と
し
ま
し
ょ

う
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
見

て
い
く
事
実
は
１
０
０
年
前

の
日
本
に
実
際
に
起
き
た

「
加
害
・
殺
傷
行
為
」で
す
。
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Ⅱ　

労
働
運
動
家
・
社
会
主
義
者
虐

殺
事
件

―
「
亀
戸
事
件
」

エ
ピ
ロ
ー
グ

▲犠牲者の顔写真(中筋宇八除く)

※氏名・年齢は赤門浄心寺「犠牲者の碑」による。出身地・所属組織などは「亀戸事件のしおり」等による。筆者作成。

「亀戸事件」犠牲者リスト

氏名 年齢 出身地 共産党員 共青 南葛労働会 純労 拘引場所

川合義虎 22 長野・上田 ○ ○
初代委員長

○
創立に参加

南葛労働会
事務所

加藤高寿 27 栃木・矢板 ○
創立に参加 〃

北島吉蔵 20 秋田・鹿角 ○ ○ ○
創立に参加 〃

近藤広造 20 群馬・総社 ○
小松川支部 〃

鈴木直一 24 不明 〃

山岸実司 20 長野・上田 ○
結成に参加

○
亀戸支部長 〃

佐藤欣治 22 岩手・江刺 ○
吾嬬支部

吾妻支部
事務所

吉村光治 24 石川・金沢 ○ ○
吾嬬支部長 〃

平澤計七 34 新潟・小千谷 ○ 自宅

中筋宇八 24 不明 ○ 平澤宅から

た
の
は
九
月
二
日
…
亀
戸
駅

付
近
は
罹
災
民
で
ハ
ン
ラ
ン

す
る
洪
水
の
よ
う
で
あ
っ
た

…
一
名
の
朝
鮮
人
が
引

ひ
き

摺ず

り

下
ろ
さ
れ
た
。
数
千
の
避
難

民
監
視
の
中
で
、
安
寧
秩
序

の
名
の
下
に
、
逃
れ
よ
う
と

す
る
の
を
背
後
か
ら
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
（
伏
字
・

正
文
＝
白
刃
の
銃
剣
下
に
次

々
と
）
仆た

お

れ
た
の
で
あ
る
。

と
、
避
難
民
の
中
か
ら
、
思

わ
ず
湧
き
起
こ
る
嵐
の
よ
う

な
万
歳
歓
喜
の
声
。
国
賊
!

　

朝
鮮
人
は
み
な
殺
し
に
し

ろ
!
」（『
戦
旗
』
28
年
９
月

号
「
戒
厳
令
と
兵
卒
」）
と

自
ら
が
出
動
に
参
加
し
た
体

験
を
述
べ
て
い
ま
す
。

（
３
）日
本
人
殺
傷

も

　

新
劇
俳
優
の
千
田
是こ

れ

也や

氏
（
本
名
・
伊
藤
圀
夫
、
く

に
お
）
は
、
千
駄
ヶ
谷
駅
近

く
で
自
警
団
に
「
な
ま
り
」

を
と
が
め
ら
れ
危
う
く
殺
さ

れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
へ
の

抗
議
の
意
を
込
め
て
「
セ
ン 　

こ
の
関
東
大
震
災
の
混
乱

に
乗
じ
て
、「
主
義
者
が
暴

動
を
煽
っ
て
い
る
」
と
い
う

も
う
一
つ
の
デ
マ
が
流
布
さ

れ
始
め
ま
す
。
こ
の
時
の
労

働
運
動
家
、
社
会
主
義
者
な

ど
の
虐
殺
事
件
に
は
二
つ
の

背
景
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
前
年
の
１
９
２

２
年
７
月
15
日
、
わ
が
国
に

初
め
て
科
学
的
社
会
主
義
理

論
に
導
か
れ
た
日
本
共
産
党

が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

指
導
に
よ
る
日
本
共
産
青
年

同
盟
（
略
称
・
共
青
。
民
青

同
盟
の
前
身
。
中
央
委
員
長

・
川
合
義よ

し

虎と
ら

）
は
、
震
災

の
年
の
23
年
４
月
５
日
、
約

15
人
の
革
命
的
青
年
が
集
ま

り
結
成
さ
れ
、
青
年
の
中
に

影
響
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
革
命
運
動
の

高
揚
と
青
年
運
動
の
前
進
を

国
家
権
力
は
恐
れ
て
い
ま
し

た
。

　

二
つ
は
、
そ
の
影
響
力
を

最
も
よ
く
受
け
継
ぎ
、
わ
が

国
の
階
級
的
労
働
運
動
の
メ

ッ
カ
を
な
し
て
い
た
の
が
東

京
・
南

な
ん

葛か
つ

地
域
で
あ
り
、

中
核
と
な
る
南
葛
労
働
会

（
本
部
・
亀
戸
）
が
存
在

し
、
そ
の
影
響
下
の
労
働
組

合
が
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た

の
で
す
。
亀
戸
署
の
蜂
須
賀

特
高
課
長
ら
は
、
大
震
災
下

の
混
乱
に
乗
じ
て
、
こ
の
地

域
の
労
働
運
動
に
潰
滅
的
打

撃
を
加
え
る
絶
好
の
機
会
と

と
ら
え
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
戒
厳
令
の
布
告
と

発
動
の
中
で
３
日
に
は
「
不

逞
団
体
蜂
起
の
事
実
‥
‥
」

な
る
文
書
が
発
せ
ら
れ
、
戒

厳
令
に
よ
る
軍
事
制
圧
の
対

象
が
朝
鮮
人
狩
り
と
と
も
に

「
不
逞
団
体
」、
つ
ま
り
社

会
主
義
者
集
団
な
ど
に
向
け

ら
れ
て
い
く
の
で
す
。
そ
れ

は
、
直
後
に
起
こ
っ
た
次
の

三
つ
の
事
件
に
顕
著
に
現
れ

て
い
ま
す
。

（
１
）第
一
次
共
産

党
事
件
収
監
者
の

憲
兵
隊
引
渡
し
未

遂
事
件

　

震
災
発
生
直
後
の
３
日
、

抜
剣
し
た
東
京
憲
兵
隊
が
護

送
車
数
台
を
用
意
し
て
市
ヶ

谷
刑
務
所
の
大
野
所
長
に
対

し
て
、「
共
産
党
事
件
の
被

告
全
員
を
即
時
引
き
渡
せ
」

と
要
求
し
ま
し
た
。
後
難
を

恐
れ
た
所
長
が
開
門
を
拒
ん

だ
た
め
、
渡
辺
政
之
輔
、
市

川
正
一
、
徳
田
球
一
な
ど
数

十
人
の
社
会
主
義
者
が
虐
殺

を
ま
ぬ
が
れ
ま
し
た
。

（
２
）亀
戸
事
件

―
階
級
的
労
働

運
動
へ
の
攻
撃

　

共
青
委
員
長
の
川
合
義
虎

と
同
盟
員
の
山
岸
実
司
は
、

震
災
当
日
、
翌
日
に
迫
っ
た

「
世
界
青
年
デ
ー
」
準
備
の

た
め
都
心
部
に
い
ま
し
た
。

激
震
を
受
け
徒
歩
で
帰
路
途

中
、
倒
壊
家
屋
の
下
敷
き
に

な
っ
て
い
る
母
子
４
人
と
遭

遇
、
か
ろ
う
じ
て
幼
児
３
人

を
救
出
、
上
野
近
辺
に
野

宿
、
ミ
ル
ク
・
ビ
ス
ケ
ッ
ト

を
与
え
て
保
護
。
南
葛
労
働

会
事
務
所
に
帰
り
つ
き
、
直

ち
に
組
合
員
の
救
援
活
動
や

夜
警
活
動
な
ど
に
全
力
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
を
亀

戸
署
の
蜂
須
賀
特
高
課
長
の

一
隊
が
狙
い
打
ち
し
ま
し

た
。
一
部
の
活
動
家
は
夜
警

に
出
て
い
て
難
を
逃
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
こ
ろ
、
戒
厳
令
に
よ

り
亀
戸
地
域
に
展
開
し
た
近

衛
師
団
習
志
野
第
13
騎
兵
連

隊
は
、
兵
営
を
出
る
時
か
ら

着
剣
し
て
亀
戸
駅
周
辺
で

「
朝
鮮
人
狩
り
」
を
し
な
が

ら
亀
戸
署
へ
到
着
し
ま
し

た
。
署
内
に
は
、
傷
だ
ら
け

の
朝
鮮
人
、
中
国
人
な
ど
数

百
人
が
縛
ら
れ
た
ま
ま
送
り

こ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

中
に
拘
束
さ
れ
た
川
合
義
虎

は
じ
め
10
人
の
活
動
家
が
含

ま
れ
て
い
て
、
４
日
深
夜
か

ら
５
日
に
か
け
て
軍
隊
に
よ

り
虐
殺
さ
れ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
軍
隊
の
暴
虐
に

つ
い
て
、
古
森
亀
戸
署
長

は
、「（
軍
隊
の
虐
殺
行
為

は
）
や
む
を
得
ぬ
処
置
」
と

語
っ
て
い
ま
す
（
東
京
朝
日

新
聞
・
大
正
12
年
10
月
12
日

付
）。
ま
た
軍
部
で
は
、「
戒

厳
令
下
の
処
置
と
し
て
や
む

を
得
な
か
っ
た
」
と
そ
の
行

為
を
不
問
に
付
し
ま
し
た
。

「
犠
牲
者
の
碑
」　

建
立

　

こ
う
し
た
中
で
、
渡
辺
政

之
輔
な
ど
の
発
起
で
翌
24
年

２
月
17
日
、
亀
戸
事
件
犠
牲

者
の
葬
儀
が
青
山
斎
場
で
日

本
初
の
労
働
組
合
葬
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
30
年
３
月

末
、
上
京
し
た
小
林
多
喜
二

は
、
５
月
３
日
、
亀
戸
地
域

を
訪
れ
「
南
葛
魂
」
を
学
び

と
り
、
そ
の
後
の
小
説
「
転

形
期
の
人
々
」「
党
生
活

者
」「
地
区
の
人
々
」
な
ど

に
活
写
し
ま
し
た
。

　

戦
後
、
亀
戸
事
件
犠
牲
者

追
悼
運
動
が
高
ま
り
、
70
年

９
月
４
日
、「
亀
戸
虐
殺
事

件
建
碑
実
行
委
員
会
」
に
よ

っ
て
江
東
区
亀
戸
・
赤
門
浄

心
寺
に
「
亀
戸
事
件
犠
牲
者

の
碑
」（
10
面
右
下
写
真
） 　

大
震
災
下
で
虐
殺
さ
れ
た

犠
牲
者
は
、
①
朝
鮮
人
６
０

０
０
人
余
、
②
中
国
人
６
０

０
人
余
、
③
日
本
人
89
人
に

上
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
と
こ

ろ
が
わ
が
国
は
、
未
だ
そ
の

実
態
の
全
容
調
査
や
被
害
者

・
遺
族
へ
の
公
式
謝
罪
、
補

償
も
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
延
長
線
上
に
、
政
府
内
に

朝
鮮
人
虐
殺
の
「
記
録
は
な

い
」（
８
月
30
日
、
松
野
博

一
官
房
長
官
）
な
ど
の
ご
ま

か
し
の
発
言
が
あ
り
、
小
池

百
合
子
都
知
事
の
７
年
連
続

の
朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼
式
へ

の
「
追
悼
文
不
送
付
」
や
ヘ

イ
ト
ク
ラ
イ
ム
の
横
行
が
あ

り
ま
す
。

　

当
時
の
読
売
新
聞
は
「
文

明
史
に
遺
る
一
大
汚
点
」
と

題
し
て
、「
未み

曾ぞ

有う

の
大
震

大
火
災
が
生
ん
だ
結
果
と
は

云い

え
人
心
を
戦

せ
ん

慄り
つ

す
る
虐
殺

事
件
が
至
る
所
で
殆

ほ
と
ん

ど
公
然

と
行
は
れ
た
事
は
此こ

の
記
念

す
べ
き
震
災
と
共
に
千
載
に

遺
る
文
明
史
の
一
大
汚
点
で

あ
る
」（
大
正
12
年
10
月
11

日
付
）
と
書
き
ま
し
た
。

　

当
時
か
ら
今
日
ま
で
、
国

家
が
関
与
し
た
加
害
・
虐
殺

事
件
に
き
ち
ん
と
向
き
合
わ

な
い
姿
勢
も
「
わ
が
国
近
代

史
の
一
大
汚
点
」
と
言
え
ま

し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の

「
事
件
」
を
見
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
歴
史
を
正
し

く
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
「
真

実
」
を
つ
か
み
、
再
び
こ
う

し
た
事
態
を
引
き
起
こ
さ
な

い
日
本
人
と
し
て
生
き
る
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

（
本
稿
の
執
筆
に
当
り
、
加

藤
文
三
著
『
亀
戸
事
件
』

『
川
合
義
虎
』『
渡
辺
政
之

輔
と
そ
の
時
代
』、
先
行
者

の
研
究
論
稿
を
参
照
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

ダ
ガ
ヤ
の
コ
リ
ア
」
を
も
じ

っ
て
そ
の
名
を
付
け
ま
し

た
。

　

ま
た
、
千
葉
県
福
田
村

（
現
在
の
野
田
市
な
ど
）
で

は
、
９
月
６
日
、
神
社
で
休

憩
し
て
い
た
香
川
県
の
行
商

人
15
人
が
出
身
地
を
疑
わ
れ

て
、
子
ど
も
や
妊
婦
を
含
む

９
人
が
約
２
０
０
人
の
村
民

自
警
団
に
囲
ま
れ
て
殺
害
さ

れ
、
そ
の
遺
体
は
利
根
川
に

遺
棄
さ
れ
ま
し
た
。「
福
田

村
事
件
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の

事
件
は
、
行
商
人
が
部
落
差

別
で
行
商
で
し
か
生
き
て
い

く
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
人

々
で
あ
っ
た
こ
と
、
地
元
で

の
隠

い
ん

蔽ぺ
い

が
続
い
た
こ
と
も
あ

り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
２
０
０
３
年
、
現
地
近

く
の
野
田
市
三
ツ
堀
の
円
福

寺
大
利
根
霊
園
に
追
悼
慰
霊

碑
が
建
立
さ
れ
、
追
悼
会
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
件
で
は
８
人
が
逮

捕
さ
れ
、
裁
判
に
付
さ
れ
、

実
刑
が
下
さ
れ
ま
し
た
が
、

朝
鮮
人
・
中
国
人
虐
殺
の
ほ

と
ん
ど
と
、
の
ち
に
述
べ
る

社
会
主
義
者
虐
殺
に
つ
い
て

は
法
廷
さ
え
開
か
れ
ず
、
不

問
に
付
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
（
赤
門

浄
心
寺
＝
Ｊ
Ｒ
亀
戸
駅
か
ら

徒
歩
10
分
）。

（
３
）甘
粕
事
件

　

ま
た
、
無
政
府
主
義
者
の

大
杉
栄
・
伊
藤
野
枝
夫
妻
、

甥
の
橘
宗
一
（
７
歳
）
一
家

の
甘
粕
大
尉
に
よ
る
殺
害
事

件
が
９
月
16
日
に
引
き
起
こ

さ
れ
ま
し
た
。


